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質
問

　
　
国
民
健
康
保
険
の
運
営
に
は
、

税
収
入
と
医
療
費
の
バ
ラ
ン
ス

が
問
題
で
あ
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

の
経
済
危
機
や
東
日
本
大
震
災

や
福
島
の
問
題
は
日
本
経
済
に

影
を
落
と
し
、
中
小
企
業
の
多

い
常
総
市
は
大
打
撃
を
受
け
て

い
る
。
こ
の
よ
う
な
中
、
中
小

企
業
や
商
店
、
農
家
が
加
入
し

て
い
る
の
が
国
民
健
康
保
険
で

あ
る
。
会
社
が
倒
産
し
た
り
、

リ
ス
ト
ラ
さ
れ
た
方
、
社
会
保

険
に
加
入
で
き
な
い
非
正
規
労

働
者
の
方
々
が
加
入
し
、
制
度

発
足
当
時
と
は
だ
い
ぶ
状
況
が

変
わ
っ
て
き
て
い
る
。
今
後
、

保
険
税
の
増
加
は
見
込
め
な
い
。

ま
た
、
減
収
と
は
対
照
的
に
、

医
療
費
は
増
加
傾
向
に
あ
る
。

収
入
が
減
少
し
、
支
出
が
増
加

し
て
い
る
と
い
う
バ
ラ
ン
ス
が

崩
れ
て
い
る
状
況
で
は
あ
る
が
、

国
保
は
今
後
ま
す
ま
す
、
そ
の

重
要
性
は
高
ま
る
と
思
わ
れ
る
。

国
保
税
の
税
率
は
そ
の
市
町
村

の
歴
史
的
要
因
等
が
複
雑
に
絡

ん
で
決
定
さ
れ
、
運
用
さ
れ
て

い
る
が
、
当
市
の
国
保
税
率
は

合
併
前
の
水
海
道
市
の
税
率
で

賦
課
し
て
い
る
。
今
後
税
率
を

検
討
す
る
場
合
、
慎
重
に
お
願

い
す
る
と
と
も
に
、
改
正
す
る

場
合
は
、
公
平
校
正
に
賦
課
で

き
る
方
策
を
検
討
願
い
た
い
。

以
上
を
踏
ま
え
、
執
行
部
に
伺

う
。

　
　
①
県
内
の
市
町
村
、
特
に
近

隣
市
町
村
の
国
保
の
税
率
の
状

況
に
つ
い
て
伺
う
。
②
税
率
の

特
徴
を
伺
う
。
③
資
産
割
は
続

け
る
の
か
伺
う
。
④
一
般
会
計

か
ら
の
繰
出
金
を
ど
う
考
え
る

か
伺
う
。

質
問

　
　
①
当
市
の
川
東
地
区
は
、
２

本
の
幹
線
道
路
が
南
北
に
伸
び

て
い
る
。
川
西
地
区
に
つ
い
て

は
南
北
を
縦
貫
す
る
幹
線
道
路

は
未
整
備
状
態
で
あ
る
。
そ
こ

で
、
西
幹
線
道
路
周
辺
開
発
に

つ
い
て
執
行
部
に
問
う
。
こ
の

路
線
は
平
成
26
年
度
完
成
予
定

で
あ
る
が
、
用
地
買
収
進
捗
率
、

工
事
進
捗
状
況
を
問
う
。
ま
た
、

縦
軸
の
開
通
に
呼
応
す
る
よ
う

に
横
軸
、
東
西
に
走
る
道
路
の

整
備
を
行
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
、

こ
の
地
域
の
発
展
は
望
め
な
い

状
況
で
あ
る
。
西
幹
線
は
、
そ

れ
が
な
け
れ
ば
単
な
る
通
過
道

路
に
な
っ
て
し
ま
う
。
具
体
的

に
検
討
す
る
時
期
に
来
て
い
る

と
考
え
る
が
、
執
行
部
の
見
解

を
伺
う
。
②
現
在
、
当
市
の
大

型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
圏
央
道

水
海
道
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
周

辺
開
発
で
あ
る
が
、
次
の
開
発

は
ぜ
ひ
と
も
、
西
幹
線
道
路
周

辺
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た

い
。
坂
手
工
業
団
地
で
は
、
工

場
の
再
編
で
規
模
縮
小
が
な
さ

れ
た
企
業
も
あ
る
。
工
業
団
地

の
拡
大
、
新
規
造
成
を
図
り
雇

用
の
安
定
に
つ
な
げ
、
関
連
し

て
住
宅
団
地
の
造
成
を
進
め
る

こ
と
が
緊
急
の
課
題
で
あ
る
と

考
え
る
。
そ
こ
で
、
坂
手
、
内

守
谷
、
菅
生
、
大
塚
戸
地
区
の

総
合
的
な
地
域
開
発
を
推
進
す

る
よ
う
提
案
し
、
執
行
部
の
考

え
方
を
伺
う
。

答
弁
（
都
市
建
設
部
長
）

　
　
①
用
地
の
取
得
率
は
89
％
、

工
事
の
着
手
延
長
は
１
８
６
９

ｍ
で
あ
る
。
開
通
後
は
、
国
道

２
９
４
号
や
谷
和
原
Ｉ
Ｃ
へ
の

ア
ク
セ
ス
が
容
易
と
な
り
、
朝

夕
の
渋
滞
の
緩
和
、
特
に
菅
生

南
交
差
点
の
緩
和
が
予
想
さ
れ

る
。
坂
手
川
又
線
（
仮
称
）
に

つ
い
て
は
、
具
体
的
な
検
討
は

で
き
な
い
状
況
に
あ
る
。

答
弁
（
企
画
部
長
）

　
　
②
坂
手
南
境
木
周
辺
地
区
に

つ
い
て
は
、
当
該
地
区
を
一
体

的
に
開
発
整
備
す
る
検
討
を
行

う
こ
と
は
容
易
で
は
な
い
と
考

え
る
。

再
質
問

　
　
西
幹
線
道
路
に
つ
い
て
は
、

計
画
ど
お
り
進
め
て
い
た
だ
き

た
い
。
沿
線
開
発
に
つ
い
て
は
、

工
業
団
地
の
拡
大
と
南
部
地
区

の
開
発
も
進
め
て
い
た
だ
き
た

い
。

再
答
弁
（
企
画
部
長
）

　
　
工
業
団
地
沿
線
に
つ
い
て
は
、

第
１
番
目
に
取
り
組
む
べ
き
と

考
え
る
。
南
部
地
区
に
つ
い
て

は
、
今
後
の
検
討
課
題
と
し
て
、

考
え
て
い
る
。

再
々
質
問

　
　
内
守
谷
、
坂
手
工
業
団
地
の

拡
大
が
第
一
義
と
考
え
、
ぜ
ひ

と
も
南
部
地
区
の
開
発
を
進
め

て
い
た
だ
き
た
い
。

 

〈
そ
の
他
の
質
問
〉

○
中
学
校
の
武
道
必
修
化
に
つ
い

て
。

西
幹
線
道
路
開
通
後
の
構
想
に
つ
い
て

岡
野
　
一
男 

議
員

国
民
健
康
保
険
税
に
つ
い
て

喜
見
山
　
明 

議
員

答
弁
（
保
健
福
祉
部
長
）

　
　
①
県
平
均
よ
り
若
干
低
く
、

近
隣
と
は
同
水
準
で
あ
る
。
②

地
域
性
や
産
業
構
造
、
年
齢
構

成
、
所
得
階
層
な
ど
の
要
素
が

影
響
し
て
い
る
。
③
公
平
に
付

加
で
き
る
よ
う
精
査
し
て
い
く
。

④
現
状
で
は
や
む
を
え
な
い
と

考
え
る
が
、
医
療
費
の
抑
制
に

努
め
て
い
く
。

再
質
問

　
　
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
に
よ

り
支
出
を
押
さ
え
る
こ
と
も
難

し
い
。
今
後
、
国
保
税
を
変
え

て
い
く
必
要
と
二
重
課
税
に
対

し
て
の
調
整
は
、
ど
う
考
え
て

い
る
か
伺
う
。

再
答
弁
（
保
健
福
祉
部
長
）

　
　
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
推
奨
に
努
め

て
い
く
。
総
合
的
に
研
究
し
て

い
き
た
い
。

再
々
質
問

　
　
国
保
運
営
に
つ
き
、
市
長
の

見
解
を
伺
う
。

再
々
答
弁
（
市
長
）

　
　
国
保
の
問
題
は
県
域
に
す
る

考
え
も
あ
り
、
解
決
に
向
か
う

と
考
え
る
。
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
の

推
進
は
市
で
も
努
力
し
て
い
る

が
、
基
本
的
に
は
予
防
に
よ
る

健
康
が
基
本
と
考
え
る
。

 

〈
そ
の
他
の
質
問
〉

○
常
総
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
に
つ

い
て


